
春日大社「御巫（巫女）プチ体験」

梅乃宿酒造丹生川上神社下社の「階（きざはし）」

興福寺東金堂：十二神将立像〈国宝〉
写真：飛鳥園

千光寺「滝行体験」

春日大社「中元万燈籠」

レストランTamaのランチ（イメージ）

奈良・西ノ京 ロータスロード（喜光寺の蓮）
写真：奈良・西ノ京ロータスロード実行委員会

奈良うまし夏めぐりキャンペーン 2017年6月1日（木）～9月30日（土）
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歴史ある社寺の秘宝・秘仏特別公開や奈良ならではの

文化体験メニュー、充実のグルメ企画など。

若い女性グループからシニアの方々 まで、さまざまな旅の

ニーズにお応えする、夏の奈良大和路の旅。

さらに、ワンランク上の“極上の奈良の旅”も、ご用意 !

　夏だからこそ味わえる
とっておきの古都・奈良へ。

　奈良の歴史ある社寺やパワースポットを訪ね、座禅瞑想
や滝行体験、散華の絵付け体験、精進料理賞味など。ま
た、陶芸の絵付けや酒蔵体験なども。行動的なシニアの
方々にもお薦めできる奈良ならではの体験メニューで心癒
され、気分をリフレッシュ!

　奈良には、日本最古の神社や日本神話にも登場する
神々が鎮まる聖地が数多くあります。大自然の中で神秘な
力を感じ、奈良の奥深さを知る旅へ。地域の食材を活かし
た伝統料理賞味なども。歴史好きな、ちょっとマニアックな
旅嗜好の方にもピッタリ!

歴史探訪

　歴史ある奈良の社寺には、国宝・重要文化財に指定さ
れている数々の建造物や仏教美術があります。通常立ち
入れない建物の特別拝観や特別参拝、秘宝・秘仏の特別
公開、法話やお写経・ご祈祷など、奈良うまし夏めぐり限定
での機会をお見逃しなく!

文化体験

興福寺:東金堂・後堂早朝特別拝観
（写真は正了知大将立像）　写真：飛鳥園

丹生川上神社下社:七十五段の「階
きざはし

」に登段玉置神社:参拝と「襖絵」拝観（写真は「神代杉」）

石上神宮:日本最古の神社・拝殿で朝拝

聖林寺:十一面観音菩薩立像拝観
写真：飛鳥園

談山神社:「勅使の間」で特別参拝
（写真は談山神社・十三重塔）

橿原神宮:「月
つき

次
なみ

祭
さい

」特別参列と御本殿を間近で参拝

信貴山:三寅の福めぐり（写仏・瞑想・法話など）
（写真は信貴山朝護孫子寺本堂と「大寅」）

蓮の三ヶ寺をめぐる道「ロータスロード」
（写真は喜光寺の蓮と本堂）
写真：奈良・西ノ京ロータスロード実行委員会
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　優雅に奈良を楽しんでいただくための奈良うまし夏めぐり
限定での特別企画。歌舞伎の舞台ともなった歴史ある名
店で鮎料理を堪能したり、落着いたお寺の本坊大広間で
人気レストランの特製ランチ賞味など。ひと味違ったワンラ
ンク上の古都奈良を楽しむ旅 !

至福の奈良

　人気のパワースポットで滝行体験や歴史ある神社で御巫
（巫女）体験など女性限定企画の他、散華や陶芸の絵付
け体験、町並み散策と特製ランチ賞味、酒蔵で美容体験、
お寺で心のこもったおもてなしなど。高感度な女性に満足
いただけるプランが盛りだくさん !

このガイドブックに掲載の
旅のお申込み・お問合せ
【奈良うまし夏めぐり企画】のお申込み・お問合せは下記まで。

P04～P13の旅行商品に記載の〈お申込み〉のイニシャルを
下記と照合してください。
※開催日の4日前までに、お申込みが必要です。

■「うまし奈良めぐり専用ダイヤル」でお申込み
TEL.0742-81-8680
9:00～17:00 年中無休（年末年始を除く）

■WEBサイトからお申込み

奈良うまし夏めぐりキャンペーンに関するお問合せ

うまし奈良めぐり実行委員会事務局 
（一般財団法人 奈良県ビジターズビューロー）

■旅行会社店頭でお申込み　─────────

■旅行会社WEBサイトからお申込み　─────

女子旅

つるべすし弥助：創業800有余年の名店で
「あゆ鮨」など料理賞味と庭園鑑賞

東大寺:写経体験と本坊大広間で特製ランチ賞味
（写真は東大寺大仏殿）

梅乃宿:酒蔵体験（写真は酒粕パックのミニ講座）

春日大社:御巫（巫女）プチ体験（1日）

赤膚山元窯:赤膚焼絵付け体験

千光寺:「滝行体験」とパワースポットめぐり

室生寺:散華の絵付け体験、僧侶と一緒にランチ賞味

N 奈良県ビジターズビューロー

http://www.nara-umashi.com/

http://www.nara-umashi.com/

うまし奈良めぐり 検索

http://www.tabihatsu.jp/special/nara/umashi_winter.html

T ティー・ゲート

旅の発見　奈良うまし夏めぐり 検索

http://www.veltra.com/japan/nara

ベルトラ　奈良うまし夏めぐり 検索

V ベルトラ

http://fj-t.co.jp/

F フジトラベルサービス

フジトラベルサービス　営業所 検索

http://www.nta.co.jp/shop/

日 日本旅行

日本旅行　店舗 検索

http://www.tobutoptours.co.jp/company/branch/

東 東武トップツアーズ

東武トップツアーズ　店舗 検索

http://www.jtb.co.jp/shop/

J JTB

JTB　店舗 検索

http://tempo.knt.co.jp/?pref=27

近 近畿日本ツーリスト

近畿日本ツーリスト　店舗 検索

http://www.jrtours.co.jp/shop/

JR ジェイアール東海ツアーズ
ジェイアール東海ツアーズ　支店一覧 検索

http://www.jalan.net/activity/
じゃ じゃらん

うまし奈良めぐり 検索
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☞旅のメニューを目的別に
ご覧になりたい方は下記の 

マークをご参照ください。

【奈良県北部（奈良公園周辺・西の京／大和郡山・赤膚山）】 
   【興福寺】 僧侶の法話と瑜伽行（ゆがぎょう）体験 ･････････････････････････ 04

   【興福寺】 東金堂・後堂 早朝特別拝観 ････････････････････････････････ 04

    【東大寺】 本坊写経道場での僧侶による法話・写経体験と 
大仏殿自由参拝 ～本坊大広間で“ひらまつレストラン”の特製ランチ～ ････････････ 05

   【春日大社】 御巫（巫女）プチ体験（1日） ････････････････････････････････ 05

   【春日大社】 中元万燈籠と御本殿特別参拝 ････････････････････････････ 05

   【薬師寺】 朝の勤行（茶粥付）とお写経体験（オプション） ････････････････････ 06

   【奈良・西ノ京ロータスロード】 蓮とご朱印めぐりを楽しむ旅 
   ～喜光寺・唐招提寺・薬師寺 三ヶ寺共通拝観券～ ･････････････････････････････ 06

    【奈良交通定期観光バス】 古都の夏に咲く「蓮の三ヶ寺めぐりと写経体験」 ････ 06

   【慈光院】 重要文化財の書院を貸切 
   ～静寂に包まれ 美しい庭園を眺めながら心をデトックス～ ････････････････････････ 07

   【赤膚山元窯】 古瀬堯三 赤膚焼絵付け体験 ～八代目・女性窯元の解説付～ ･･･ 07

   〈【春日大社】 正遷宮初参り企画〉 ････････････････････････････････････････････････ 13

  　　　◎ 国宝御本殿特別参拝と将軍・戦国武将の奉納した釣燈籠を特別拝観
  　　　◎ 国宝御本殿特別参拝と将軍・戦国武将の奉納した釣燈籠を特別拝観および 

平安の正倉院「国宝殿」鑑賞
  　　　◎ 非公開の近代和風建築と庭園 ～御本殿特別参拝や貴賓館と重森三玲の庭園特別公開～
  　　　◎ 春日大社の御朱印めぐり

【奈良県西部（信貴・生駒・葛城）】
    【信貴山朝護孫子寺】 三寅の福めぐり（写仏・瞑想・法話）と 

精進料理と大般若祈祷 ･･････････････････････････････････････････････ 08

   【千光寺】 女子力&男気UP!! 千光寺「滝行体験」 ･･････････････････････ 08

   【梅乃宿酒造】 女性おすすめ!! 「梅乃宿」蔵体験初級コース 
   ～鏡開きや酒粕パック体験も! 五感で感じる酒蔵体験～ ･････････････････････････ 08

【奈良県中部・東部（橿原・天理／室生・長谷／桜井・飛鳥・多武峯）】
   【橿原神宮】 ようこそ、日本のはじまりへ。 
   ～月次祭（つきなみさい）特別参列と御本殿近くの内拝殿にて参拝～ ･･･････････････ 09

    【橿原市今井町】 町並み散策と古い町家を改装した  
フレンチレストランで味わうランチ♪ ････････････････････････････････････ 09

    【石上神宮】 最古の宮で朝拝 ～日本最古の神宮・拝殿で朝拝～ ･･････････････ 09

   【長谷寺】 「本尊・大観音尊像」特別拝観 ･･････････････････････････････ 10

   【室生寺】 散華の絵付け体験と僧侶とランチ ･･･････････････････････････ 10

   【岡寺】 重要文化財「書院」特別拝観 ～屏風「両部大経感得図」特別拝観～ ･････ 10

   【安倍文殊院】 国宝「騎獅文殊菩薩像」特別拝観とお抹茶 ･･････････････ 10

    【聖林寺】 国宝「十一面観音菩薩立像」拝観と写経 ～お抹茶付～ ･････････ 11

   【談山神社】 「勅使の間」での特別参拝 ････････････････････････････････ 11

【奈良県南部（吉野山周辺／下市・十津川）】
   【吉野神宮】 御本殿特別昇殿参拝 ････････････････････････････････････ 11

   【如意輪寺】 南朝ゆかりの宝物特別公開 ～石窯ピザ付プラン～ ････････････ 11

   【つるべすし弥助】 歌舞伎の舞台「つるべすし弥助」でお食事 
   ～創業800有余年の料理店～ ････････････････････････････････････････････ 12

   【丹生川上神社下社】 水の神さまを祀る丹生川上神社 
   ～神職の講話と階（きざはし）登段・献灯～････････････････････････････････････ 12

   【玉置神社】 熊野三山の奥宮「玉置神社」参拝と「襖絵（重文）」拝観 ･････ 12

〈奈良県内宿泊者特典：奈良交通バスフリー乗車券500円割引券プレゼント〉 ･････････････ 13

INDEX

社寺の秘宝・秘仏特別公開など
奈良うまし夏めぐり限定企画！

文化体験

グルメ企画も充実。高感度な
女性におすすめの旅 !

女子旅

行動的なシニアの方にもお薦め。
奈良ならではの体験メニュー !

歴史ファンにも大人気。奈良の
奥深さを体感する特別企画 !

歴史探訪

優雅に旅する奈良。ひと味違っ
たワンランク上の古都の旅 !

至福の奈良
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瑜ゆ

伽が

行ぎ
ょ
うは

、古
代
イ
ン
ド
よ
り
伝
わ

る
仏
教
の
修
行
の
一
つ
。中
国
・
唐
を 

経
て
、奈
良
時
代
に
法ほ

っ

相そ
う

宗し
ゅ
うの

教
え

と
と
も
に
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。 

興
福
寺
北
円
堂
に
は
、
こ
の
瑜
伽
行

か
ら
法
相
の
教
え
を
確
立
し
た
イ
ン

ド
の
僧
、
無む

著じ
ゃ
く

菩ぼ

薩さ
つ

・
世せ

親し
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

〈
国
宝
〉
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

興
福
寺
は
、
奈
良
時
代
に
建
立
さ

れ
た
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
。
古
都

奈
良
の
シ
ン
ボ
ル
・
五
重
塔
を
は
じ

め
境
内
の
建
物
群
は
、
歴
史
の
中
で

被
災
と
再
建
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
再
建
中
の
中

ち
ゅ
う

金こ
ん

堂ど
う

は
、
平

城
京
造
営
に
尽
力
し
た
藤
原
不ふ

比ひ

等と

創
建
と
伝
わ
る
重
要
な
建
物
。
平
成

三
十
年
十
月
に
落
慶
の
予
定
で
す
。

興
福
寺
東と

う
こ
ん
ど
う

金
堂
は
、
奈
良
時
代
に

聖し
ょ
う

武む

天
皇
が
叔
母
の
元げ
ん

正し
ょ
う

太
上
天
皇

の
病
気
回
復
を
願
っ
て
建
立
し
た
と

伝
わ
る
興
福
寺
三
金
堂
の
一
つ
。
現

在
の
東
金
堂
〈
国
宝
〉
は
、
室
町
時

代
の
再
建
で
す
。
ご
本
尊
・
薬
師
如

来
坐
像
（
重
文
）
の
す
ぐ
後
ろ
の
板

壁
裏
が
通
常
非
公
開
の
後ご

堂ど
う

。
平
安

時
代
、
東
金
堂
火
災
の
時
に
自
ら
お

本
坊
北
客
殿
は
、
平
安
時
代
の
頃

か
ら
東
ひ
が
し

室む
ろ

と
呼
ば
れ
た
僧
坊
の
伝
統

が
息
づ
く
通
常
非
公
開
の
建
物
。
僧

侶
ら
が
学
問
に
励
ん
だ
場
所
で
法
話

を
拝
聴
し
、
瑜
伽
行
に
よ
る
瞑
想
で

心
癒
さ
れ
る
な
ど
、
興
福
寺
の
伝
統

文
化
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

堂
を
飛
び
出
し
被
災
を
免
れ
た
と
の

伝
承
か
ら
「
踊
り
大
将
」
の
異
名
を

持
つ
正

し
ょ
う

了り
ょ
う

知ち

大た
い

将し
ょ
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う

が
、
東
金
堂

を
背
後
か
ら
お
守
り
し
て
い
ま
す
。

東
金
堂
の
錚そ

う
そ
う々

た
る
国
宝
・
重
要

文
化
財
の
諸
仏
、
三
年
ぶ
り
の
お
目

見
え
と
な
る
正
了
知
大
将
立
像
を
早

朝
貸
切
で
僧
侶
が
ご
案
内
す
る
特
別

な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

何
度
も
甦

よ
み
が
え

っ
た
興こ

う

福ふ
く

寺じ

の
伝
統
文
化
体
験
の
旅
へ
。

非
公
開
の
本
坊
北
客
殿
で

僧
侶
の
法
話
と
瑜ゆ

伽が

行ぎ
ょ
う

を
体
験

文殊菩薩坐像と維摩居士坐像、四天王立像、十二神将立像〈すべて国宝〉など、白鳳時代から室町時代の名彫刻が居並ぶ興福寺東金堂（写真は十二神将立像）　写真：飛鳥園

被災と再建を繰り返した興福寺東金堂と五重塔
〈ともに国宝〉

「踊り大将」の異名を持つ興福寺東金堂後堂の
正了知大将立像　写真：飛鳥園

興福寺 〈僧侶のご案内付〉

僧侶の法話と
　　 瑜

ゆ

伽
が

行
ぎょう

体験

興福寺 〈僧侶のご案内付〉

東
とう

金
こん

堂
どう

・後
ご

堂
どう

　　早朝特別拝観

●開催日：7月9日（日）／8月11日（金・祝）・
12日（土） ※1日1回実施
●開始時間：9時から
●所要時間：約 1 時間
●最少催行人員：10名
●参加費：お 1 人様 大人 1,000円／ 

中・高生 800円／小学生 600円

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T

●開催日：7月22日（土）・23日（日）・30日（日）
／8月19日（土）・20日（日） ※1日1回実施
●開始時間：8時20分から
●所要時間：約40分
●最少催行人員：10名
●参加費：お 1 人様 大人 1,000円／
中・高生 800円／小学生 600円

〈お申込み〉
N 近 JR J 東 日 じゃ T V

〈興福寺〉JR・近鉄奈良駅→市内循環バス「県庁前」
下車すぐ／近鉄奈良駅下車徒歩約5分、またはJR
奈良駅下車徒歩約15分

非
公
開
の
東と

う

金こ
ん

堂ど
う

後ご

堂ど
う

か
ら

早
朝
貸
切
で
諸
仏
を
特
別
拝
観

文化体験

奈
良
県
北
部
（
奈
良
公
園
周
辺
）

P.14
MAP
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東と
う

大だ
い

寺じ

・
春か

す

が日
大た

い

社し
ゃ

で
、千
三
百
年
の
歴
史
を
体
感
す
る
。

大
仏
さ
ま
の
お
膝
元
で

法
話･

写
経
と
イ
タ
リ
ア
ン
賞
味

 

―
―
―
― 

東
大
寺  

女
性
限
定
の
人
気
企
画
。

古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
文
化
体
験

 

―
―
―
― 

春
日
大
社  

東
大
寺
の
ご
本
尊
・
大
仏
さ
ま

の
正
式
名
は
、
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ
。『
華け

厳ご
ん

経き
ょ
う

』
に
現
れ
る
、
広
大
な
宇
宙
を

あ
ま
ね
く
照
ら
す
光
の
仏
さ
ま
で

す
。
そ
の
教
え
が
大
仏
さ
ま
の
台

後
は
、
大
仏
殿
を
自
由
に
参
拝
。

ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
通
常

非
公
開
の
本
坊
大
広
間
で
、
人
気

の
レ
ス
ト
ラ
ン・ひ
ら
ま
つ
の
「
リ

話
を
拝
聴
し
、
写
経
を
体
験
。
そ

の
写
経
は
、
毎
年
八
月
七
日
に
行

わ
れ
る
「
大
仏
さ
ま
お
身
ぬ
ぐ
い
」

の
時
に
大
仏
さ
ま
の
胎
内
に
納
め

て
祈
念
し
て
く
れ
ま
す
。
写
経
の

ス
ト
ラ
ン
テ
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
ー

タ
」
特
製
ラ
ン
チ
の
賞
味
も
。
お

店
で
の
供
し
方
と
同
じ
ス
タ
イ
ル

で
、
も
て
な
し
ま
す
。

座
蓮れ

ん

弁べ
ん

に
、
美
し
い
「
蓮れ

ん

華げ

蔵ぞ
う

世

界
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

本
坊
の
写
経
道
場
で
僧
侶
の
法

平
安
時
代
末
頃
か
ら
春
日
大
社

に
奉
納
さ
れ
た
石
燈
籠
・
釣つ

り

燈
籠

の
数
は
約
三
千
基
と
も
。
日
本
一

燈
籠
が
多
い
神
社
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。「
一
晩
で
す
べ
て
を

数
え
切
っ
た
ら
長
者
に
」「
春
日
大

明
神
と
彫
ら
れ
た
石
燈
籠
を
三
基

見
つ
け
た
ら
長
者
に
」
な
ど
、
夢

の
あ
る
言
い
伝
え
も
。

「
万ま

ん
と
う
ろ
う

燈
籠
」
は
、
毎
年
、
夏
（
中

元
）
と
冬
（
節
分
）、
境
内
の
石
燈

籠
・
釣
燈
籠
に
一
斉
に
灯
り
が
と

も
さ
れ
る
伝
統
行
事
。
境
内
一
帯

に
は
、
幽
玄
で
厳
か
な
時
間
が
ゆ

っ
た
り
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。

幻
想
的
な
灯
り
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
真
新
し
く
な
っ
た
御
本
殿
で

ぜ
ひ
特
別
な
願
い
事
を
。

東大寺大仏殿本尊・盧舎那仏坐像〈国宝〉台座蓮弁部分
（線刻で表現された「蓮華蔵世界」）　写真：飛鳥園

東大寺 〈僧侶のご案内付〉

本坊写経道場での僧侶による法話・
写経体験と大仏殿自由参拝
～本坊大広間で“ひらまつレストラン”の特製ランチ～

●開催日：6月24日（土）／7月1日（土）・15日
（土）・22日（土） ※1日1回実施
●開始時間：10時から
●所要時間：約1時間30分（ランチ別途約1時間）

●最少催行人員：4名
●参加費：〈ランチなし〉お 1 人様 3,000円／
〈ランチ付〉お 1 人様 6,000円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 JR J 東 日 じゃ T V

幻想的な灯りにうっとり、春日大社・中元万燈籠（東回廊）

二
十
年
に
一
度
の
式し
き

年ね
ん

造ぞ
う

替た
い

に

よ
っ
て
、
美
し
い
朱
塗
り
の
社
殿

が
真
新
し
く
な
っ
た
春
日
大
社
で

は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
の
「
正

し
ょ
う

燈
籠
三
千
基
の
灯
り
。

幽
玄
で
厳
か
な
時
に
包
ま
れ
る

 

―
―
―
― 

春
日
大
社  

遷せ
ん

宮ぐ
う

」
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、女
性
限
定
の
御み

巫か
ん
こ

（
巫

女
）
体
験
が
人
気
。
拝は

い

礼れ
い
・
玉た
ま

串ぐ
し
・

最さ
い

要よ
う

祓は
ら
い・
神か
ぐ
ら楽
な
ど
、
春
日
大
社

の
御
巫
の
一
日
を
体
験
し
な
が
ら

日
本
古
来
の
伝
統
文
化
や
古
式
ゆ

か
し
い
行
儀
作
法
を
学
び
ま
す
。

御
祭
神
が
鎮
ま
る
御み

蓋か
さ

山や
ま

の
麓

は
、
古
く
か
ら
神
聖
な
場
所
と
さ

れ
た
神
域
。
奈
良
時
代
、
平
城
京

を
守
り
、
国
家
の
繁
栄
を
願
っ
て

造
営
さ
れ
た
歴
史
あ
る
春
日
大
社

で
特
別
な
体
験
を
。

春日大社・御巫（巫女）プチ体験：最要祓（書写）風景

「リストランテオルケストラータ」の特製ランチ（イメージ）

〈東大寺〉JR・近鉄奈良駅→市内循環バス「東大寺
大仏殿・春日大社前」下車徒歩約5分／近鉄奈良駅
下車徒歩約20分

春日大社 〈神職・御巫等のご案内付〉

中元万燈籠と
　　 御本殿特別参拝
●開催日：8月14日（月）・15日（火）
※1日2回実施
●開始時間：20時から／21時から
●所要時間：約 1 時間
●最少催行人員：5名
●参加費：お 1 人様 2,000円（万燈提灯付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T V

〈春日大社〉JR・近鉄奈良駅→春日大社本殿行バス
終点下車すぐ、または市内循環バス「春日大社表参
道」下車徒歩約10分 ☆春日大社 正遷宮初参り企画は

　P.13をご覧ください。

春日大社 〈神職・御巫等のご案内付〉

御
み

巫
かんこ

（巫女）プチ体験（１日）
●開催日：7月2日（日）・12日（水）・25日（火）／
8月5日（土）・19日（土）・27日（日）
※1日1回実施
●開始時間：9時から
●所要時間：約6時間30分
●最少催行人員：5名
●参加費：お 1 人様 12,000円（昼食：名物「万葉
粥」付） ※18歳以上の女性の方に限ります。

〈お申込み〉
N 近 東 日 じゃ T

奈
良
県
北
部
（
奈
良
公
園
周
辺
）

P.14
MAP

Ａ
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文化体験

女子旅

女子旅 至福の奈良



泥
水
の
中
か
ら
大
輪
の
華
を
咲

か
せ
る
こ
と
で
、
仏
教
で
は
「
清

浄
な
心
」
を
象
徴
す
る
蓮
華
。
薬

師
寺
金
堂
ご
本
尊
・
薬や
く

師し

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う

や
東
院
堂
ご
本
尊
・
聖

し
ょ
う

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

朝
の
勤ご
ん

行ぎ
ょ
う（
読ど

経き
ょ
う・
声
し
ょ
う

明み
ょ
うな
ど
僧

侶
の
お
勤
め
）
に
参
列
後
、
境
内

を
僧
侶
が
ご
案
内
し
ま
す
。
奈
良

名
物
「
茶ち

ゃ
が
ゆ粥

」
の
朝
食
。
ご
希
望

の
方
に
は
、
お
写
経
体
験
も
。

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う〈
と
も
に
国
宝
〉
は
、
白は
く

鳳ほ
う

仏ぶ
つ
（
七
世
紀
末
頃
の
造
像
）
の

傑
作
と
さ
れ
、
ふ
く
よ
か
で
優
し

い
お
顔
立
ち
と
お
姿
は
ま
さ
に
清

浄
そ
の
も
の
。『
古
寺
巡
礼
』の
著

者
・
和わ

辻つ
じ

哲て
つ

郎ろ
う

を
は
じ
め
、
大
正
・

昭
和
時
代
の
文
人
・
芸
術
家
た
ち

を
も
魅
了
し
た
仏
さ
ま
で
す
。

煌き
ら

び
や
か
な
金
堂
・
大
講
堂
・

西
塔
な
ど
は
、
お
写
経
に
よ
る
寄

付
で
復
興
さ
れ
た
建
物
。
金
堂
で

僧
・
行ぎ
ょ
う

基き

が
試
し
に
建
て
た
と
い

う
伝
説
が
。二
百
五
十
鉢
の
蓮
の

華
に
包
ま
れ
る
景
観
は
、
ま
さ
に

極
楽
浄
土
を
想
わ
せ
ま
す
。

「
ロ
ー
タ
ス
ロ
ー
ド
」
の
散
策
に

は
、
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・
喜
光

寺
の
拝
観
料
・
特
別
ご
朱
印
納
経

料
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
特
別
ご
朱
印

帳
を
セ
ッ
ト
し
た
「
三
ヶ
寺
共
通

拝
観
券
」
が
お
ト
ク
で
す
。
特
別

ご
朱
印
を
受
け
ら
れ
た
方
に
特
製

「
散さ

ん

華げ

」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

＊

ま
た
、
三
ヶ
寺
を
効
率
よ
く
巡

り
た
い
方
に
は
、
奈
良
交
通
の
定

期
観
光
バ
ス
が
お
す
す
め
。
薬
師

寺
で
法
話
、
喜
光
寺
で
法
話
・
お

写
経
体
験
と
お
抹
茶
、
柿
の
葉
ず

し
の
老
舗
・
平
宗
の
別
館
「
倭わ

膳ぜ
ん

た
ま
ゆ
ら
」
で
旬
の
食
材
を
楽
し

む
特
別
ラ
ン
チ
を
賞
味
。
三
ヶ
寺

の
散
華
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

薬師寺金堂本尊・薬師三尊像〈国宝〉中尊・薬師如来坐像
写真:飛鳥園

喜光寺の蓮と本堂（室町時代の再建）
写真:奈良・西ノ京ロータスロード実行委員会

唐招提寺の蓮　写真:奈良・西ノ京ロータスロード実行委員会

夏
の
早
朝
、
美
し
い
蓮
の
華
で

彩
ら
れ
る
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・

喜
光
寺
を
め
ぐ
る
道
は
「
ロ
ー
タ

ス
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

薬
師
寺
は
、
復
興
さ
れ
た
色
鮮

や
か
な
堂
塔
に
映
え
る
蓮
華
が
見

事
。
鑑が

ん

真じ
ん

和わ

上じ
ょ
う

開
基
の
唐
招
提
寺

で
は
、
鑑
真
に
よ
っ
て
中
国
・
唐

か
ら
伝
わ
っ
た
原
初
の
蓮
が
守
り

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。『
試
み
の 

大
仏
殿
』
と
呼
ば
れ
る
喜
光
寺
の 

本
堂
は
、東
大
寺
大
仏
殿
建
立
の
際
、 

薬師寺の蓮と金堂　写真:奈良・西ノ京ロータスロード実行委員会

早
朝
に
華
開
く
蓮は

す

の
御み

寺て
ら

、薬や
く

師し

寺じ

・
唐と

う

招し
ょ
う

提だ
い

寺じ

・
喜き

光こ
う

寺じ

を
訪
ね
る
。

蓮
の
華
が
お
似
合
い
の
お
薬
師
さ
ま
。 

僧
侶
と
一
緒
に
朝
の
お
勤つ

と

め 

―
― 
薬
師
寺

特
別
な
ご
朱
印
・
散さ

ん

華げ

を
い
た
だ
く

蓮
の
名
所
・
三
ヶ
寺
め
ぐ
り

薬師寺 〈僧侶のご案内付〉

朝の勤行（茶粥付）と
　 お写経体験（オプション）
●開催日：7月2日（日）・9日（日）・23日（日）／
8月19日（土）・26日（土）／9月3日（日）
※1日1回実施
●開始時間：7時から
●所要時間：約2時間（お写経別途約1時間）

●最少催行人員：10名
●参加費：お 1 人様 3,500円
※お写経（般若心経）1巻別途 2,000円（納経料）
は、お写経場にて直接お支払いください。
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 JR J 東 日 じゃ T

〈薬師寺〉近鉄西ノ京駅下車すぐ／JR・近鉄奈良駅
→六条山行バス「薬師寺」下車すぐ
〈唐招提寺〉JR・近鉄奈良駅→六条山行バス「唐招
提寺」下車すぐ／近鉄西ノ京駅下車徒歩約8分
〈喜光寺〉JR・近鉄奈良駅→学園前駅行バス「阪奈
菅原」下車すぐ／近鉄尼ヶ辻駅下車徒歩約10分

奈良交通定期観光バス 1日コース〈バスガイド付〉
古都の夏に咲く
「蓮の三ヶ寺めぐりと写経体験」
●運行日：7月15日（土）・16日（日）・17日（月・
祝）・22日（土）・23日（日） ※事前予約制
●出発時刻：JR奈良駅 10時55分／
近鉄奈良駅 11時00分
●所要時間：約5時間20分（JR奈良駅 16時15分
頃、近鉄奈良駅 16時20分頃到着予定）
●最少催行人員：1名
●料金：お1人様 大人 7,000円／小児 5,200円
（連続乗車割引：お1人様 大人 6,300円／小児 

4,850円）
※旅行代金に含まれるもの：バス代・昼食代・拝観
料・体験料）

〈お申込み・お問合せ〉奈良交通総合予約センター
TEL.0742-22-5110 （8：30～19：00 年中無休）
WEB.でのお申込みは （24時間受付）奈良交通 検索

奈
良
県
北
部
（
西
の
京
）

P.14
MAP
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奈良・西ノ京ロータスロード
蓮とご朱印めぐりを楽しむ旅
～喜光寺・唐招提寺・薬師寺 三ヶ寺共通拝観券～

●ご利用期間：6月10日（土）～8月16日（水）
●発売額：お 1 人様 3,200円
※300枚限定販売（無くなり次第終了いたします）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）
●お引換え場所：三ヶ寺の各拝観受付または奈良
市観光センター

〈お申込み〉
N 近 JR J 東 日 F T V

文化体験



八
代
目
・
女
性
窯か

ま

元も
と

の
案
内
で

赤あ
か

膚は
だ

焼や
き

の
絵
付
け
を
楽
し
む

 

―
―
―
― 

赤
膚
山
元
窯  

「
茶
の
湯
」の
世
界
が
境
内
全
体
を

包
み
込
む
慈
光
院
は
、
江
戸
時
代
前

期
、
大
名
で
茶
人
の
大や

ま
と
こ
い
ず
み

和
小
泉
藩

主
・
片か

た

桐ぎ
り

貞さ
だ

昌ま
さ

（
石せ

き
し
ゅ
う州）

が
亡
き
父

の
た
め
に
建
立
し
た
寺
院
。
徳
川
将

軍
・
家い

え
つ
な綱
や
水み

戸と

光み
つ

圀く
に

ら
も
石
州
か

ら
「
茶
の
湯
」
を
学
び
ま
し
た
。

「
大
和
三
名
園
」の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
る
名
勝
・
慈
光
院
庭
園
は
、
石

を
使
わ
ず
、
丸
く
刈
り
込
ま
れ
た
サ

ツ
キ
と
寄
せ
植
え
の
木
々
と
が
織
り

な
す
季
節
ご
と
の
風
情
、
周
囲
の
風

景
・
景
観
と
の
調
和
が
見
事
で
す
。

茅か
や

葺ぶ

き
が
美
し
い
書
院
（
重
文
）

は
、
境
内
の
中
心
的
建
物
。
天
井
や

鴨か
も

居い

が
低
く
造
ら
れ
た
心
落
ち
着
く

お
座
敷
で
、
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
な

乳
白
色
の
温
か
み
の
あ
る
風
合
い

と
シ
ン
プ
ル
な
図
案
・
色
彩
の「
奈な

良ら

絵え

」が
人
気
の
赤
膚
焼
は
、
安
土

桃
山
時
代
、
豊
臣
秀
長
が
窯
を
開
い

た
の
が
は
じ
ま
り
と
も
。
江
戸
時
代

後
期
、
大
和
郡
山
藩
主
・
柳
澤
保や

す
み
つ光

（
堯

ぎ
ょ
う

山ざ
ん

）
の
意
向
で
赤
膚
山
元
窯
の

祖
・
治じ

兵へ

衛い

が
御
用
窯
と
し
て
再
興
。 

ま
た
、
奥
田
木も

く

白は
く

が
赤
膚
山
元
窯
で

が
ら
美
し
い
庭
園
を
鑑
賞
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
慈
光

院
産
の
お
米
で
作
る「
大や

ま
と和

の
茶ち

ゃ

粥が
ゆ

」

と
慈
光
院
手
作
り
の
お
漬
物
を
セ
ッ

ト
し
た
朝
食
も
ご
用
意
。心
の
こ
も

っ
た
お
も
て
な
し
で
心
癒
さ
れ
る
特

別
な
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

作
陶
し
、
赤
膚
焼
の
名
を
全
国
に
広

め
ま
し
た
。
赤
膚
山
元
窯
は
、
堯
山

に
ち
な
み「
堯

ぎ
ょ
う

三ぞ
う

」を
名
乗
っ
た
代
々

の
治
兵
衛
が
伝
統
を
守
り
、
現
在
、

八
代
目
・
古
瀬
堯
三
氏
が
受
け
継
い

で
い
ま
す
。
八
代
目
の
ご
案
内
で
赤 

膚
焼
の
工
房
を
見
学
後
、
湯
飲
み
の

絵
付
け
を
体
験
。
作
品
は
、
後
日
に

自
宅
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

境内全体が一つの茶席として構成されている慈光院。（写真は書院座敷から望む「大和三名園」の一つ、名勝・慈光院庭園）

茅葺きの農家風の外観が美しい書院（重文）

赤膚山元窯:八代目・古瀬堯三氏の作陶風景

赤膚焼の湯飲みに絵付けを体験

慈じ

光こ
う

院い
ん

・
赤あ

か

膚は
だ

山や
ま

元も
と

窯が
ま

が
受
け
継
ぐ
、奈
良
の「
茶
の
湯
」を
学
ぶ
。

貸
切
の
書
院
か
ら
の
眺
め
、

庭
園
の
美
し
さ
に
心
癒
さ
れ
る

 

―
―
―
― 

慈
光
院  

女子旅

〈慈光院〉JR大和小泉駅→近鉄郡山駅行バスまたは
近鉄郡山駅→法隆寺行または小泉駅東口行バス
「片桐西小学校」下車徒歩約3分

〈赤膚山元窯〉近鉄学園前駅（南口）→赤膚山行バス
終点下車徒歩約3分
☆ 慈光院にて赤膚焼のお茶碗で一服。その後、
赤膚山元窯を巡れば、さらに楽しめます。

女子旅

赤膚山元窯 〈八代目のご案内付〉

古瀬堯三
　赤膚焼絵付け体験
～八代目・女性窯元の解説付～
●開催日：6月～9月の第1・第3土曜日と第1・
第3日曜日 ※1日1回実施
●開始時間：10時30分から
●所要時間：約1時間
●最少催行人員：1名
●参加費：お 1 人様 3,500円
※ご自宅への「絵付け後の湯飲み」送料込
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T

奈
良
県
北
部
（
大
和
郡
山
・
赤
膚
山
）

P.14
MAP

Ａ

B

慈光院 〈ご案内付〉

重要文化財の書院を貸切
～静寂に包まれ、美しい庭園を
 眺めながら心をデトックス～
●開催日：6月～9月の第1・第3月曜日と第1・
第3日曜日 ※1日1回実施
●開始時間：8時から
●所要時間：約1時間
●最少催行人員：5名
●参加費：〈朝食なし〉お 1 人様 2,500円／
〈朝食付〉お 1 人様 3,000円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T
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日
本
酒
が
楽
し
い
、美
味
し
い
。

女
性
に
お
薦す

す

め
の
酒
蔵
体
験

 

―
―
―
― 

梅
乃
宿
酒
造  

ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ
は
、
信
貴

山
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
寅
年
・
寅
日
・

寅
の
刻
に
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

王の
う

が
出
現
し

た
と
伝
わ
る
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

ゆ
か
り
の

霊
場
で
す
。
平
安
時
代
に
、
命

み
ょ
う

蓮れ
ん

の
賞
味
な
ど
。
本
堂
で
の
大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

祈
祷
に
も
参
拝
。
朱
印
帳
を
用
意

す
れ
ば
、
三
塔
頭
の
ご
朱
印
も
い

た
だ
け
ま
す
。
さ
ぁ
、「
三
寅
」
の

福
を
授
か
り
に
参
り
ま
し
ょ
う
。

上
人
が
醍だ

い

醐ご

天
皇
の
病
気
平
癒
を

毘
沙
門
天
王
に
祈
願
、
快
癒
し
た

こ
と
か
ら
、
朝
廷
・
国
土
を
守
り
、

子
孫
繁
栄
を
祈
願
す
る
朝
護
孫

子
寺
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

命み
ょ
う

蓮れ
ん

上
人
ゆ
か
り
の
護
摩
堂
が

あ
る
千せ

ん

手じ
ゅ

院い
ん

。
後ご

さ

が
嵯
峨
天
皇
の
念ね

ん

持じ

仏ぶ
つ
・
如に
ょ

意い

宝ほ
う

珠じ
ゅ

を
本
尊
と
し
て

祀
る
成
じ
ょ
う

福ふ
く

院い
ん
。「
融ゆ
う

通ず
う

さ
ん
」
の

名
で
親
し
ま
れ
る
玉

ぎ
ょ
く

蔵ぞ
う

院い
ん
。
由
緒

あ
る
三
つ
の
塔た
っ

頭ち
ゅ
うで
、
写
仏
・
瞑

想
体
験
、
法
話
拝
聴
、
精
進
料
理

信貴山朝護孫子寺本堂と信貴山のシンボル「大寅」

「酒粕パック」のミニ美容講座

創業120余年の歴史ある梅乃宿酒造

千光寺「滝行体験」。滝行後に入浴・シャワーの利用も。
（行衣は貸出あり。行衣の下に水着の着用も可）

信し

貴ぎ

・
生い

駒こ
ま

山
系
の
霊
場
で
パ
ワ
ー
を
授
か
り
、葛か

つ
ら

城ぎ

山
麓
で
心
解ほ

ぐ

す
。

千
光
寺
は
、
吉
野
・
大
峯
に
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う
の
根
本
道
場
を
開
い
た
役
え
ん
の

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ
（
役
え
ん
の

小お

角づ
ぬ

）
が
、
若
い
頃
に
修

行
し
た
霊
場
と
し
て
伝
わ
り
、「
元
も
と
の

山さ
ん

上じ
ょ
う

」
と
も
。
行
者
堂
に
は
、
前ぜ
ん

鬼き

・
後ご

鬼き

を
従
え
た
役
行
者
像
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
修
行
中
の
小

角
を
訪
ね
て
き
た
母
・
白し

ら
と
う
め

専
女
も

こ
こ
で
修
行
し
、
女
性
も
入
山
が

許
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
女に
ょ

人に
ん

山さ
ん

上じ
ょ
う」

と
も
呼
ば
れ
、
女
人
の
修
行
道
場

と
し
て
も
栄
え
て
き
ま
し
た
。

役
行
者
ゆ
か
り
の
霊
場
で
、
滝

行
・
座
禅
を
体
験
。
精
進
料
理
賞

味
、
法
話
拝
聴
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
巡
り
な
ど
、
心
身
が
浄
め
ら
れ
、

生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
分
が

味
わ
え
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

酒
の
神
と
し
て
も
信
仰
を
集
め

る
日
本
最
古
の
神
社
の
一
つ
・
大お

お

神み
わ

神じ
ん

社じ
ゃ
（
桜
井
市
）、
日
本
清
酒
発

祥
の
地
と
さ
れ
る
正

し
ょ
う

暦り
ゃ
く

寺じ

（
奈
良

市
）
な
ど
、
奈
良
は
日
本
酒
の
ル

ー
ツ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

梅
乃
宿
酒
造
は
、
葛

か
つ
ら

城ぎ

山
麓
に

構
え
る
、
創
業
百
二
十
余
年
の
歴

史
あ
る
造
り
酒
屋
。
奈
良
の
歴

史
・
風
土
を
大
切
に
、
手
間
暇
か

か
る
昔
な
が
ら
の
酒
造
り
を
今
に

受
け
継
い
で
い
ま
す
。

日
本
酒
の
造
り
方
か
ら
美
味
し

い
飲
み
方
ま
で
、
日
本
酒
に
馴
染

み
の
な
い
方
も
楽
し
め
る
酒
蔵
体

験
は
女
性
の
方
に
お
す
す
め
。
鏡

開
き
体
験
や
酒さ

け

粕か
す

を
使
っ
た
ミ
ニ

美
容
講
座
付
の
特
別
コ
ー
ス
で
す
。

信貴山朝護孫子寺 〈僧侶のご案内付〉
三寅の福めぐり
（写仏・瞑想・法話）と
精進料理と大般若祈祷
●開催日：6月10日～25日の土・日曜日／
7月8日～30日の土・日曜日／8月23日（水）～
27日（日）の毎日／9月9日～17日の土・日曜日
と18日（月）・30日（土） ※1日1回実施
●開始時間：10時30分から
●所要時間：約4時間／●最少催行人員：5名
●参加費：お 1 人様 6,000円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 日 じゃ T

〈梅乃宿酒造〉近鉄新庄駅下車徒歩約15分または
JR大和新庄駅下車徒歩約20分

〈信貴山朝護孫子寺〉JR・近鉄王寺駅または近鉄信
貴山下駅→信貴山門行バス「信貴大橋」下車徒歩
約5分

梅乃宿酒造 〈ご案内付〉

女性おすすめ!!
「梅乃宿」蔵体験初級コース
～鏡開きや酒粕パック体験も!
 五感で感じる酒蔵体験～
●開催日：6月2日（金）・7日（水）・14日（水）・20日
（火）・24日（土）・29日（木）／7月5日（水）・13日（木）・

21日（金）・28日（金）／8月3日（木）・9日（水）・22日
（火）・30日（水）／9月5日（火）・9日（土）・16日（土）・

22日（金）・26日（火）・30日（土） ※1日1回実施
●開始時間：10時から
●所要時間：約2時間／●最少催行人員：5名
●参加費：お 1 人様 3,000円（お土産付）
※未成年の方は、ご参加いただけません。

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T

信
貴
山
の
塔た

っ

頭ち
ゅ
う・
三
ヵ
寺
を
巡
っ
て

「
三
寅と

ら

」の
福
を
授
か
る

　
　
　
　
　
　
―
―
―
― 

信し

貴ぎ

山さ
ん

朝ち
ょ
う

護ご

孫そ
ん

子し

寺じ

女子旅

役え
ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

ゆ
か
り
の
霊
場
で

滝
に
打
た
れ
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

 

―
―
―
― 

千せ
ん

光こ
う

寺じ  

女子旅

奈
良
県
西
部
（
信
貴
・
生
駒
・
葛
城
）

P.14
MAP

B

0808

文化体験

〈千光寺〉近鉄元山上口駅下車徒歩約50分

千光寺 〈僧侶のご案内付〉

女子力&男気UP!!
 千光寺「滝行体験」

女子旅

●開催日：〈男性限定日〉7月15日（土）・16日（日）
〈女性限定日〉7月22日（土）・23日（日）／8月
26日（土）・27日（日）／9月2日（土）・3日（日）
※1日1回実施
●開始時間：10時から
●所要時間：約4時間／●最少催行人員：1名
●参加費：お 1 人様 3,800円
（「良縁・子宝祈願」しゃもじ付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T V



『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
記

述
か
ら
畝う
ね

傍び

の
橿
か
し
は
ら
の原
宮み
や

で
即
位
し

た
と
さ
れ
る
第
一
代
天
皇
・
神じ

ん

武む

天
皇
と
皇
后
を
、
明
治
時
代
、
橿

原
宮
ゆ
か
り
の
地
・
畝
傍
山
麓
に

館
な
ど
由
緒
あ
る
境
内
を
神
職
が

ご
案
内
し
ま
す
。
大や

ま
と和
三さ
ん

山ざ
ん

の
一

つ
・
畝
傍
山
麓
の
広
大
荘
厳
な
神

域
で
、
日
本
創
成
の
時
代
へ
想
い

を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

創
建
さ
れ
た
の
が
橿
原
神
宮
で
す
。

御
本
殿
（
重
文
）
は
、
元
京
都

御
所
の
内な

い

侍し

所ど
こ
ろ（

三
種
の
神し

ん

器き

の

一
つ
・
八や

た
の咫

鏡か
が
み、

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

を
祀

る
御
殿
）を
移
築
し
た
建
物
。毎
月

一
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
に
行

わ
れ
る
月つ

き

次な
み

祭さ
い

に
特
別
に
参
列
し

て
い
た
だ
き
、通
常
立
ち
入
れ
な

い
御
本
殿
近
く
の
内
拝
殿
に
て
参

拝
。
正
倉
院
宝
物
と
同
時
代
の
唐と

う

鏡き
ょ
うや

横よ
こ

山や
ま

大た
い

観か
ん

の
大
作
な
ど
数
々

の
至
宝
・
名
品
を
所
蔵
す
る
宝
物

神武天皇ゆかりの地に造営された橿原神宮（内拝殿）と
大和三山の一つ・畝傍山

境内に放し飼いにされている御神鶏を象った可愛らしい
「御神鶏おみくじ」 写真：石上神宮

石上神宮・拝殿〈国宝〉

江
戸
時
代
、「
大や
ま
と和
の
金
は
今い
ま

井い

に
七
分
」（
大や
ま
と
の和
国く
に
の
経
済
の
ほ
と

ん
ど
が
今
井
に
集
ま
る
）
と
い
わ

れ
た
ほ
ど
商
い
の
町
と
し
て
栄
え

た
今
井
町
。
戦
国
時
代
に
建
て
ら

れ
た
稱

し
ょ
う

念ね
ん

寺じ

の
寺
内
町
と
し
て
発

展
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
町
家

の
佇
ま
い
は
今
も
大
切
に
保
存
さ

れ
、
国
の
重
要
文
化
財
や
県
・
市

指
定
文
化
財
の
民
家
も
多
数
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ

イ
ド
で
町
並
み
を
散
策
後
、
古
民

家
を
改
装
し
た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
。
地
元
の
有
機
野
菜
に
こ

だ
わ
り
、
素
材
が
も
つ
甘
み
・
旨

み
を
引
き
出
し
た
優
し
い
味
付
け

と
美
し
い
盛
り
付
け
が
人
気
の
ラ

ン
チ
を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

石
上
神
宮
は
、『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
に
登
場
す
る
神
剣
の
御み

霊た
ま

を
主
祭
神
と
し
て
祀
る
日
本
最

古
の
神
宮
。
第
一
代
・
神じ

ん

武む

天
皇

が
橿

か
し
は
ら
の原
宮み
や

に
祀
り
、
第
十
代
・
崇す

神じ
ん

天
皇
の
時
代
に
古
代
豪
族
・
物も
の

部の
べ

氏
の
祖
が
こ
の
地
へ
御
霊
を
遷う

つ

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

拝
殿
〈
国
宝
〉
は
、
平
安
時
代

に
白
河
天
皇
が
宮
中
の
神し

ん

嘉か

殿で
ん

を

寄
進
し
た
建
物
。
清
浄
な
朝
の
空

気
の
中
、
暁

あ
か
つ
きを

告
げ
る
こ
と
か
ら

神
の
使
い
と
さ
れ
た
御ご

神し
ん

鶏け
い

が
出

迎
え
る
静
か
な
参
道
を
抜
け
、
拝

殿
で
朝
拝
。
鎌
倉
時
代
末
期
建
立

の
楼ろ

う

門も
ん

（
重
文
）
な
ど
、
境
内
を

神
職
が
ご
案
内
し
ま
す
。
さ
ぁ
、

あ
な
た
も
古

い
に
し
え

人び
と

の
祈
り
の
聖
地
へ
。

橿原神宮 〈神職のご案内付〉

ようこそ、
　 日本のはじまりへ。
～月

つき

次
なみ

祭
さい

特別参列と
　　御本殿近くの内拝殿にて参拝～

●開催日：6月～9月の毎月1日・11日・21日
※8月1日（火）を除きます。※1日1回実施
●開始時間：10時から
●所要時間：約2時間
●最少催行人員：5名
●参加費：お 1 人様 3,000円（参拝記念品付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T V

〈石上神宮〉JR・近鉄天理駅→針インター行または国
道針行バス「石上神宮前」下車徒歩約7分／JR・近
鉄天理駅下車徒歩約30分またはタクシー

〈橿原神宮〉近鉄橿原神宮前駅下車徒歩約10分

石上神宮 〈神職のご案内付〉

最古の宮で朝拝
～日本最古の神宮・拝殿で朝拝～

●開催日：6月～9月の毎月16日～25日の毎日
※1日1回実施
●開始時間：8時30分から
●所要時間：約40分
●最少催行人員：1名
●参加費：お 1 人様 1,500円
（神拝詞・御神鶏おみくじ付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T V

「
月つ

き

次な
み

祭さ
い

」 

特
別
参
列
と
御
本
殿
を
間
近
で

参
拝
。宝
物
館
の
至
宝
を
鑑
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―
― 

橿か
し

原は
ら

神じ
ん

宮ぐ
う

古
代
日
本
神
話
の
世
界
、江
戸
時
代
の
町
並
み
へ
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
。

江
戸
時
代
の
町
並
み
散
策
と

人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
ン
チ
賞
味

　
　
　
　
　
　
　 

―
―
―
―
―
― 

橿か
し

原は
ら

市し

今い
ま

井い

町ち
ょ
う

清
々
し
い
朝
の
空
気
の
中
、

日
本
最
古
の
神
宮
・
拝
殿
で
朝

ち
ょ
う

拝は
い

　
　
　
　
　
　
　 

　 

―
―
―
―
―
― 

石い
そ
の
か
み上

神じ
ん

宮ぐ
う

今井町の古い町家を改装したフレンチレストランTama
地元食材を活かしたメニューが人気

奈
良
県
中
部
（
橿
原
・
天
理
）
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〈橿原市今井町〉近鉄八木西口駅下車徒歩約5分／
JR畝傍駅下車徒歩約8分

橿原市今井町
 〈観光ガイドのご案内付〉

今井町散策と古い町家を改装した
フレンチレストランで味わうランチ♪

女子旅

●開催日：6月1日（木）～9月30日（土）
※水曜日（定休日）と不定休日を除きます。

※1日1回実施
●開始時間：10時45分から
●所要時間：約3時間15分
●最少催行人員：2名
●参加費：お 1 人様 4,800円
※小学生以下の方はご参加いただけません。

〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T

歴史探訪文化体験



長
谷
寺
は
、
隠こ

も
り
 く口
（
奥
深
い

山
間
に
隠
れ
た
地
）
の
泊は

つ

瀬せ

と

『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
観
音

霊
場
。
平
安
貴
族
の
「
初は

瀬せ

詣も
う

長
谷
寺
と
と
も
に
西
国
三
十

三
所
観
音
霊
場
と
し
て
知
ら
れ

る
岡
寺
（
龍

り
ゅ
う

蓋が
い

寺じ

）
は
、
日
本

最
初
の
厄
除
け
霊
場
。
本
堂
に

女
人
禁
制
の
高
野
山
に
対
し
、 

女
人
救
済
の
お
寺
と
し
て
信
仰
を 

集
め
て
き
た
室
生
寺
。檜ひ

皮わ
だ

葺ぶ

き 
が
美
し
い
五
重
塔
や
金
堂
ご
本

尊
・
釈し

ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

立
像
、
十
一
面

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立
像
〈
す
べ
て
国
宝
〉

な
ど
、
平
安
時
代
初
期
を
代
表

「
智
恵
の
文も

ん

殊じ
ゅ

さ
ん
」
の
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
安
倍
文
殊
院
。

古
く
は
安あ

倍べ
の

倉く
ら
は
し
の梯

麻ま

呂ろ

が
建
立

し
た
安
倍
一
族
の
氏
寺
で
、
境
内

に
は
陰お

ん

陽み
ょ
う

師じ

・
安あ

倍べ
の

晴せ
い

明め
い

を
祀

る
晴
明
堂
も
。
慶
派
仏
師
・
快か

い

慶け
い

作
の
ご
本
尊
・
騎き

獅し

文も
ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

で
」
で
賑
わ
い
、『
源
氏
物
語
』

や
『
枕
草
子
』
な
ど
古
典
文
学

に
も
登
場
し
ま
し
た
。
お
地
蔵

さ
ま
と
観
音
さ
ま
両
方
の
ご
利

て
、
塑そ

像ぞ
う
（
土
で
造
ら
れ
た
仏

像
）
で
は
日
本
最
大
と
い
わ
れ

る
、
奈
良
時
代
造
像
の
ご
本
尊・

如に
ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

坐
像（
重
文
）

す
る
建
築
や
美
仏
た
ち
が
、
旅

人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

慶け
い

雲う
ん

殿で
ん

で
室
生
寺
オ
リ
ジ
ナ

ル
散さ

ん

華げ

の
絵
付
け
体
験
と
僧
侶 

薩さ
つ

像
〈
国
宝
〉
は
日
本
最
大
の

文
殊
菩
薩
。
本
堂
に
て
、『
般
若

心
経
』
祈
祷
後
、「
智
恵
の
お
抹

茶
」
を
一
服
。
金
閣
浮
御
堂
に

益
が
あ
る
と
さ
れ
る
ご
本
尊
・

十
一
面
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立
像
（
重

文
）
は
、
木
造
仏
で
は
日
本
最

大
級
と
も
。
一
般
に
入
堂
で
き

な
い
本
堂
〈
国
宝
〉
へ
特
別
に

ご
案
内
し
、
ご
本
尊
の
御
足
に

直
接
触
れ
て
ご
縁
を
結
び
ま
す
。

を
参
拝
後
、
境
内
を
ご
案
内
。

通
常
非
公
開
の
書
院
（
重
文
）

と
と
も
に
、『
大だ

い

日に
ち

経き
ょ
う
』『
金こ
ん

剛ご
う

頂ち
ょ
う

経ぎ
ょ
う』
を
感
得
し
た
イ
ン
ド
の

僧
・
善ぜ

ん
　
む
　
い

無
畏
と
竜
り
ゅ
う

猛み
ょ
うの
物
語
が

描
か
れ
た
屏
風
『
両

り
ょ
う

部ぶ

大だ
い

経き
ょ
う

感か
ん

得と
く

図ず

』
を
特
別
拝
観
し
ま
す
。

の
お
話
。
老
舗
旅
館
・
橋
本
屋

で
僧
侶
と
一
緒
に
山
菜
料
理
を

賞
味
後
、
室
生
寺
境
内
を
自
由

に
参
拝
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
、
方
位
厄
除
け
祈
願
。
開
運

弁べ
ん

財ざ
い

天て
ん

像
、
安
倍
仲な
か

麻ま

呂ろ

像
、

安
倍
晴
明
像
な
ど
霊
宝
館
の
寺

宝
を
特
別
拝
観
し
ま
す
。

〈
奈
良
大
和 

四
寺
巡
礼
〉
古
代
の
宮き

ゅ
う

都と

ゆ
か
り
の
地
に
創
建
さ
れ
た
名め

い

刹さ
つ

を
巡
る
。

お地蔵さまと観音さま両方の御
ご

利
り

益
や く

。
ご本尊の御足に触れて結

け ち

縁
え ん

。
　　　　　　　　　　　――――― 長

は

谷
せ

寺
でら

通常非公開の書院（重文）と
『両

りょう

部
ぶ

大
だ い

経
きょう

感
か ん

得
と く

図
ず

』特別拝観。
　　　　　　　　　　　―――――― 岡

おか

寺
でら

「女
に ょ

人
に ん

高
こ う

野
や

」で散
さ ん

華
げ

の絵付け体験と
僧侶と一緒にランチ賞味。
　　　　　　　　　　　――――― 室

むろ

生
う

寺
じ

慶派仏師・快
か い

慶
け い

の傑作 !
騎
き

獅
し

文
も ん

殊
じ ゅ

菩
ぼ

薩
さ つ

像〈国宝〉拝観。
　　　　　　　　―――――― 安

あ

倍
べ

文
もん

殊
じゅ

院
いん

長谷寺本堂本尊・十一面観世音菩薩立像（重文）

岡寺・屏風『両部大経感得図』（『竜猛 金剛頂経』部分）

室生寺金堂・十二神将立像（重文）

安倍文殊院・金閣浮御堂

長谷寺 〈僧侶のご案内付〉

「本尊大観音尊像」特別拝観

岡寺 〈僧侶のご案内付〉

重要文化財「書院」特別拝観

室生寺 〈僧侶のご案内付〉

散華の絵付け体験と僧侶とランチ

安倍文殊院 〈僧侶のご案内付〉

国宝「騎獅文殊菩薩像」
　　　 特別拝観とお抹茶

●開催日：6月11日（日）・18日（日）／7月2日
（日）・16日（日）・30日（日）／8月27日（日）
※1日1回実施
●開始時間：14時から
●所要時間：約1時間／●最少催行人員：5名
●参加費：お1人様 大人 1,500円／
小学生1,250円

〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T V

●開催日：6月11日（日）・18日（日）／7月16日
（日）・30日（日）／8月20日（日）・27日（日）／
9月3日（日）・10日（日） ※1日1回実施
●開始時間：10時30分から
●所要時間：約1時間／●最少催行人員：5名
●参加費：お1人様 1,000円（記念散華授与）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T

●開催日：6月10日（土）・17日（土）／7月1日
（土）・15日（土）・29日（土）／8月26日（土）／
9月2日（土）・9日（土） ※1日1回実施
●開始時間：10時45分から
●所要時間：約2時間／●最少催行人員：10名
●参加費：お1人様 4,800円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T V

●開催日：6月10日（土）・17日（土）／7月1日
（土）・15日（土）・29日（土）／8月26日（土）／
9月2日（土）・9日（土） ※1日1回実施
●開始時間：15時から
●所要時間：約1時間／●最少催行人員：3名
●参加費：お1人様 2,000円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T

〈長谷寺〉近鉄長谷寺駅下車徒歩約15分

〈岡寺〉近鉄橿原神宮前駅（東口）→「赤かめ」周遊バ
ス「岡戎前」または近鉄飛鳥駅→「赤かめ」周遊バス
「岡寺前」下車徒歩約10分

〈室生寺〉近鉄室生口大野駅→室生寺行バス終点下
車徒歩約5分

〈安倍文殊院〉JR・近鉄桜井駅（南口）→石舞台行バス
「安倍文殊院」下車徒歩すぐ、またはタクシー

奈
良
県
東
部
・
中
部
（
室
生
・
長
谷
／
桜
井
・
飛
鳥
）
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女子旅 至福の奈良



藤
原
氏
の
氏う
じ

寺で
ら
・
妙
み
ょ
う

楽ら
く

寺じ

（
現
・
談た
ん

山ざ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

）の
別
院
と
し

て
建
立
さ
れ
た
聖
林
寺
。
三み

輪わ

山や
ま

の
麓
、
大お

お

神み
わ

神じ
ん

社じ
ゃ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

吉
野
神
宮
は
、
南
北
朝
時
代
、

吉
野
山
に
南
朝
を
立
て
た
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
の
遺い

徳と
く

を
偲し
の

ん
で
明
治

天
皇
が
創
建
。
御
本
殿
に
は
、

談
山
神
社
の
シ
ン
ボ
ル
・
十

三
重
塔
（
重
文
）
が
聳そ

び

え
立
つ

多と
う
の武

峯み
ね

は
、
藤ふ

じ
わ
ら
の原

鎌か
ま

足た
り

ゆ
か
り

の
地
。
中
な
か
の

大お
お
え
の兄
皇み

子こ

と
蘇そ
が
の我
入い
る

鹿か

暗
殺
計
画
を
密
談
し
た
と
の

伝
承
か
ら
「
談か

た
らい
山
」
の
名
が
。

藤
原
鎌
足
を
主
祭
神
と
し
て

如
意
輪
寺
は
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇

が
国
家
鎮
護
を
祈
願
し
た
勅

ち
ょ
く

願が
ん

寺じ

。
裏
山
に
は
天
皇
が
眠
る
塔
と
う
の

尾お
の

陵み
さ
さ
ぎも
。
後
醍
醐
天
皇
、
忠
臣・

楠く
す
の
き

正ま
さ

成し
げ
の
子
・
正ま
さ
つ
ら行
を
描
い
た

屏
風
二
点
、
幕
末
か
ら
明
治
時

代
初
期
の
絵
師
・
菊き

く

池ち

容よ
う

斎さ
い

に

寺じ

で
あ
る
大だ
い

御ご

輪り
ん

寺じ

か
ら
移

さ
れ
た
十
一
面
観か

ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立
像

〈
国
宝
〉
は
、
天て

ん

平ぴ
ょ
う

後
期
様
式

を
伝
え
る
乾か

ん

漆し
つ

像
の
最
高
傑

南
朝
の
行あ
ん

宮ぐ
う

・
吉
野
山
の
𠮷よ

し

水み
ず

院い
ん
（
現
・
𠮷
水
神
社
）
か
ら
移

さ
れ
た
、
後ご

村む
ら

上か
み

天
皇
の
彫
刻

と
伝
わ
る
後
醍
醐
天
皇
尊
像
が

祀
る
御
本
殿
（
重
文
）
は
、
極
彩

色
の
文
様
や
花
鳥
な
ど
の
彫
刻

に
彩
ら
れ
、
日
光
東
照
宮
造
営

時
の
参
考
に
さ
れ
た
と
も
。
通

よ
る
後
醍
醐
天
皇
肖
像
画
の
掛

け
軸
な
ど
特
別
拝
観
後
、
慶
派

仏
師
・
源げ

ん

慶け
い

作
の
金こ
ん

剛ご
う

蔵ざ

王お
う

権ご
ん

現げ
ん

立
像
（
重
文
）
な
ど
寺
宝
を

作
。
明
治
時
代
、
国
宝
制
定
の

調
査
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

招
か
れ
た
学
者
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ

も
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
住
職
の 

ご
案
内
で
観
音
さ
ま
を
拝
観
後
、

三
輪
山
方
面
の
眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
、
お
抹
茶
・
お
菓
子
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方

に
は
お
写
経
体
験
も
。

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
檜ひ

の
き

造
り

の
御
本
殿
・
拝
殿
は
、
近
代
神

社
建
築
の
代
表
作
。
神
職
の
ご

案
内
で
、
御
本
殿
に
特
別
昇
殿

参
拝
。
玉た

ま

串ぐ
し

を
神
前
に
捧
げ
る

玉
串
奉ほ

う

奠て
ん

の
後
、
境
内
を
自
由

に
参
拝
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

常
立
ち
入
れ
な
い
御
本
殿
前
に 

敷
か
れ
た
亀き

っ

甲こ
う

の
石
畳
「
勅

ち
ょ
く

使し

の
間ま

」
か
ら
特
別
参
拝
。参
拝
時

に
お
祓
い
、神し
ん

拝ぱ
い

詞し

の
進
呈
も
。

祀
る
宝
物
殿
へ
。
ま
た
、
境
内

に
設し
つ
ら
え
た
石い
し

窯が
ま

で
焼
き
た
て
の

精し
ょ
う

進じ
ん

ピ
ザ
が
楽
し
め
る
「
石
窯

ピ
ザ
付
プ
ラ
ン
」
も
ご
用
意
。

日
本
古
代
史
を
彩い

ろ
ど

っ
た
、藤ふ

じ

原わ
ら

氏
一
族
の
原
点
を
知
る
。

南な
ん

朝ち
ょ
う

哀あ
い

史し

の
舞
台
・
吉
野
で
、後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
を
偲し

の

ぶ
。

御祭神・後
ご

醍
だ い

醐
ご

天皇尊像を祀る神宮で
特別昇殿参拝と玉

た ま

串
ぐ し

奉
ほ う

奠
て ん

を体験。
　　　　　　　　　　　―――― 吉

よし

野
の

神
じん

宮
ぐう

後醍醐天皇の勅
ちょく

願
が ん

寺
じ

参拝と宝物拝観。
焼きたての「精

しょう

進
じ ん

ピザ」に舌鼓 !
　　　　　　　　　　　―――― 如

にょ

意
い

輪
りん

寺
じ

聖林寺・十一面観音菩薩立像〈国宝〉
写真：飛鳥園

吉野神宮（神門から拝殿を望む）

談山神社本殿（重文）

如意輪寺本堂（如意輪堂）

聖林寺 〈住職等のご案内付〉

国宝「十一面観音菩薩立像」拝観と写経
～フェノロサも魅了された仏さま～ （お抹茶付）

吉野神宮 〈神職のご案内付〉

御本殿特別昇殿参拝

如意輪寺 〈僧侶のご案内付〉

南朝ゆかりの宝物特別公開（石窯ピザ付）

談山神社 〈神職のご案内付〉

「勅使の間」で特別参拝

●開催日：6月2日（金）～20日（火）／7月1日
（土）～19日（水）／9月1日（金）～8日（金）、11日
（月）～22日（金）
※1日1回実施
●開始時間：13時30分から
●所要時間：約1時間（お写経別途約1時間）
●最少催行人員：1名
●参加費：〈お写経なし〉お1人様 1,500円／
〈お写経付〉お1人様 2,000円（ともに絵葉書付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 JR J 東 日 じゃ T V

●開催日：6月～9月の土曜・日曜日と祝日
※9月23日（土・祝）は除きます。※1日2回実施
●開始時間：11時から／15時から
●所要時間：約30分／●最少催行人員：1名
●参加費：お1人様 2,000円
（南朝関係の冊子兼ご朱印帳付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T

●開催日：6月～9月の土曜・日曜日と祝日
※7月15日（土）・22日（土）／8月5日（土）～13日（日）は除きます。
※1日2回実施
●開始時間：11時から／13時から
●所要時間：約1時間（ピザ付は約1時間30分）
●最少催行人員：1名（ピザ付は2名様から）
●参加費：〈ピザなし〉お1人様 1,000円／
〈ピザ付〉お1人様 2,300円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T V

●開催日：6月1日（木）～9月30日（土）の毎日
※1日1回実施
●開始時間：10時から
●所要時間：約1時間／●最少催行人員：1名
●参加費：お1人様 2,000円
（参拝時の「となえことば」：神拝詞付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 JR J 東 日 じゃ T

〈聖林寺〉JR・近鉄桜井駅（南口）→談山神社行バス
「聖林寺前」下車すぐ

〈吉野神宮〉近鉄吉野神宮駅下車徒歩約20 分、また
はタクシー

〈如意輪寺〉近鉄吉野駅のりかえロープウェイ吉野山
駅→吉野大峯ケーブルバス「如意輪寺口」下車徒歩
約20分、または近鉄吉野駅→タクシー

〈談山神社〉JR・近鉄桜井駅（南口）→談山神社行バ
ス終点下車徒歩約3分

フェノロサも魅了された天
て ん

平
ぴょう

仏の傑作、
十一面観

か ん

音
の ん

菩
ぼ

薩
さ つ

立像〈国宝〉拝観と写経。
　　　　　　　　　　 ――――― 聖

しょう

林
りん

寺
じ

通常は立ち入れない御本殿（重文）間近、
「勅

ちょく

使
し

の間
ま

」から特別参拝。
　　　　　　　　　　――――― 談

たん

山
ざん

神
じん

社
じゃ

奈
良
県
中
部
（
桜
井
・
多
武
峯
）

奈
良
県
南
部
（
吉
野
山
周
辺
）
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つ
る
べ
す
し
弥
助
は
、
作
家
の

吉よ
し

川か
わ

英え
い

治じ

や
谷た
に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

も
訪
れ

た
創
業
八
百
有
余
年
の
歴
史
あ
る

鮎あ
ゆ

料
理
店
。
歌
舞
伎
『
義よ

し

経つ
ね

千せ
ん

本ぼ
ん

桜ざ
く
ら・
鮨す
し

屋
の
段
』
の
舞
台
に
も
な

伝
統
の
お
料
理
を
賞
味
後
、「
弥
助

庭
園
」
へ
。
赤
い
岩
壁
が
迫
る
山

庭
に
は
、
平
維
盛
の
妻
・
お
里
ゆ

か
り
の
塚
や
池
な
ど
も
。
歌
舞
伎

フ
ァ
ン
に
も
、う
れ
し
い
企
画
で
す
。

り
ま
し
た
。
源
平
合
戦
の
後
、
落

ち
延
び
た
平
氏
・
平

た
い
ら
の

維こ
れ

盛も
り
を
弥
助

の
名
で
匿

か
く
ま

っ
た
「
吉
野
の
つ
る
べ

鮨
屋
」
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

「
つ
る
べ
す
し
」
と
は
、
酢
で
し

め
た
鮎
の
お
腹
に
す
し
飯
を
詰
め

た
も
の
で
、
入
れ
て
い
た
桶お
け

の
形

が
井
戸
水
を
汲
み
上
げ
る
釣つ

る

瓶べ

に

似
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
。

四
十
九
代
当
主
・
宅た
く

田だ

弥や

助す
け

氏

の
お
話
を
聴
き
な
が
ら
、
あ
ゆ
鮨

な
ど
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

つるべすし弥助：3階大広間から「弥助庭園」を望む

崇神天皇の時代に創建されたと伝わる玉置神社本社

玉置神社（社務所）の戸襖に描かれた「襖絵」（重文）部分
（写真は「孔雀の間」）

丹生川上神社下社：拝所から御本殿へと高く伸びる
木製七十五段の「階（きざはし）」は必見

心
と
か
ら
だ
に
染
み
渡
る
、知
ら
れ
ざ
る
奥お

く

吉よ
し

野の

の
魅
力
を
満
喫
す
る
。

天て
ん

武む

天
皇
創
祀
、
日
本
最
古
の

水
神
を
祀
る
神
社
と
し
て
知
ら
れ

る
丹
生
川
上
神
社
下
社
。
奈
良
時

代
に
朝
廷
が
雨
を
祈
っ
て
黒
馬
を

献
上
し
て
以
来
、
雨
乞
い
に
は
黒

馬
が
、
止
雨
に
は
白
馬
が
献
上
さ

れ
た
こ
と
が
、後
に
神
社
の「
神し

ん

馬め

」

「
絵え

馬ま

」
の
起
源
に
な
っ
た
と
も
。

丹
生
山
山
頂
、
御
本
殿
へ
と
伸

び
る
木
製
七
十
五
段
の
「
階
き
ざ
は
し」

は
、

『
明
治
天
皇
「
丹
生
川
上
」
思
い
の

階
』
と
呼
ば
れ
、
必
見
。
神
職
の

講
話
を
拝
聴
し
、
通
常
は
年
に
一

度
、
例
祭
に
し
か
登
段
が
許
さ
れ

な
い
「
階
」
を
、新
築
復
元
を
前
に

特
別
に
登
段
、献
灯
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。清
涼
な
空
気
に
包
ま
れ
て

「
水
の
恵
み
」に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

霊
場
吉
野
・
大お

お

峯み
ね

か
ら
熊く
ま

野の

三さ
ん

山ざ
ん
へ
と
抜
け
る
修し
ゅ

験げ
ん

道ど
う

途
上
に
あ

る
玉
置
神
社
。
神じ

ん

武む

天
皇
東
征
の

際
に
「
十と

種く
さ
の

神か
ん

宝だ
か
ら」

を
こ
の
地
に

鎮
め
、
武
運
を
祈
願
し
た
と
伝
わ

り
、
第
十
代
・
崇す

神じ
ん

天
皇
の
時
代

に
王お

う

城じ
ょ
う

火か

防ぼ
う

鎮ち
ん

護ご

・
悪
魔
退
散
の

た
め
に
早は

や

玉た
ま
の
か
み神を
創
祀
し
た
の
が

造
営
の
始
ま
り
と
も
。
古
く
か
ら

熊
野
・
大
峯
修
行
の
行
場
と
し
て

知
ら
れ
、
平
安
時
代
に
は
、
熊
野

三
山
の
奥

お
く
の

院い
ん

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

地
元
語
り
部
の
ご
案
内
で
参
拝

と
、
狩か

の
う野

派
の
絵
師
・
法ほ

っ

橋き
ょ
う

橘
た
ち
ば
な

保や
す

春は
る

ら
の
筆
に
よ
る「
襖
絵
」（
重
文
）

を
特
別
拝
観
。
境
内
に
は
、
樹
齢

約
三
千
年
と
い
わ
れ
る
「
神じ

ん

代だ
い

杉す
ぎ

」

な
ど
天
然
記
念
物
の
巨
樹
も
。

つるべすし弥助 〈49代当主のご案内付〉
歌舞伎の舞台
「つるべすし弥助」でお食事
   ～創業800有余年の料理店～
●開催日：6月1日（木）～9月30日（土）
※月曜日（定休日）を除きます。 ※1日1回実施
●開始時間：12時30分から
●所要時間：約1時間30分
●最少催行人員：5名
●参加費：お1人様 3,500円
（吉野銘菓のデザート付）
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）

〈お申込み〉
N 近 東 日 じゃ T V

〈玉置神社〉昴の郷・十津川温泉バス停から世界遺
産予約バス（玉置山コース）を土・日・祝日のみ運行
（完全予約制）／運賃：1,620円（往復）
お問合せ：奈良交通十津川営業所 TEL.0746-64-0408

〈つるべすし弥助〉近鉄下市口駅→洞川温泉方面行
バス「下市本町」下車すぐ

玉置神社 〈語り部のご案内付〉

熊野三山の奥宮「玉置神社」
参拝と「襖絵」（重文）の拝観
●開催日：6月～9月の土曜・日曜日と祝日
※8月11日（金・祝）～13日（日）は除きます。
※1日1回実施
●開始時間：9時30分から
●所要時間：約1時間30分（移動時間を除く）
●最少催行人員：2名
●参加費：お1人様 3,500円
※こども料金の設定はありません。（大人と同額）
※別途路線バス代1,620円（往復）が必要です。

〈お申込み〉
N 近 J 日 じゃ T

歌
舞
伎『
義よ

し

経つ
ね

千せ
ん

本ぼ
ん

桜ざ
く
ら

』に
も
登
場
す
る

歴
史
あ
る
名
店
で「
あ
ゆ
鮨す

し

」を
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　     

―
―
― 

つ
る
べ
す
し
弥や

助す
け

日
本
最
長
の
木
製「
階

き
ざ
は
し

」に
登
段
、

「
水
の
恵
み
」に
感
謝
の
献
灯
。

　
　
　
　
　
　 

　
―
―
― 

丹に

生う

川か
わ

上か
み

神じ
ん

社じ
ゃ

下し
も

社し
ゃ  

霊
力
漲み

な
ぎ

る
熊く

ま

野の

・
大お

お

峯み
ね

修
行
の
霊
場
で

狩か
の
う野

派
絵
師
の「
襖

ふ
す
ま

絵
」に
出
逢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

―
―
―
― 

玉た
ま

置き

神じ
ん

社じ
ゃ  

奈
良
県
南
部
（
下
市
／
十
津
川
）
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歴史探訪 至福の奈良

〈丹生川上神社下社〉近鉄下市口駅→洞川温泉方
面行バス「長谷」下車すぐ

丹生川上神社下社 〈神職のご案内付〉
水の神さまを祀る丹生川上神社
   ～神職の講話と階

きざはし

登段・献灯～
●開催日：6月～9月の土曜・日曜日と祝日
※1日1回実施
●開始時間：17時30分から
●所要時間：約45分／●最少催行人員：10名
●参加費：大人 お1人様 3,000円／こども無料
※小学校低学年までは、親御様がご同伴ください。
※お帰りは、近鉄下市口駅までの無料バス・チケッ
トをお渡ししますので、お申し出ください。

〈お申込み〉
N 近 J 東 日 じゃ T

文化体験 女子旅 至福の奈良

歴史探訪



●プレゼント対象者：2017年7月1日（土）～9月30日（土）の期間中に
奈良県内でご宿泊をお申込みの個人旅行者様
※取扱旅行会社店頭にてお申込みいただいた方に限ります。

●割引券お引換え場所：奈良交通案内所（JR奈良駅・近鉄奈良駅案内所の
2箇所） ※旅行会社発行の引換証をご持参ください。
●割引券ご利用期間：2017年7月1日（土）～10月1日（日）
※「奈良・大和路2-DayPass」のみ10月2日（月）まで、ご利用いただけます。

〈500円割引対象のバスフリー乗車券〉

［奈良県内宿泊者特典］  奈良交通バスフリー乗車券500円割引券プレゼント!

〈春日大社〉JR・近鉄奈良駅→春日大社本殿行バス終点下車すぐ、または市内循環バス「春日大社表参道」下車徒歩約10分

「正遷宮」を記念した特別企画。真新しくなった御本殿で特別な願い事を!

春日大社「正
しょう

遷
せん

宮
ぐう

」初参り企画
春日大社では、20年に一度の御本殿の造り替えや修繕が行われ、
2016年11月、「正遷宮」が盛大に行われました。
神職等のご案内による御本殿特別参拝や2016年10月に新しく
開館した「春日大社国宝殿」の宝物鑑賞など、「正遷宮」を記念した
特別企画に、ぜひご参加ください。

〈神職・御巫等のご案内付〉

国宝御本殿特別参拝と
将軍・戦国武将の奉納した釣燈籠を特別拝観

〈神職等のご案内付〉

非公開の近代和風建築と庭園
～御本殿特別参拝や貴賓館と
　　　　　　重森三玲の庭園特別公開～

●開催日：4月1日（土）～9月30日（土）
※4月29日（土・祝）と6月30日（金）を除きます。
※1日1回実施
●開始時間：14時から
●所要時間：約1時間／●最少催行人員：1名
●参加費：お1人様 1,000円
※対象小学生以上。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 J 東 日 T V

●開催日：6月6日（火）・14日（水）・19日（月）・
27日（火）／7月5日（水）・13日（木）・19日（水）・
24日（月）／9月15日（金）・20日（水）・25日（月）・
29日（金） ※1日1回実施
●開始時間：10時30分から
●所要時間：約1時間30分
●最少催行人員：5名
●参加費：お1人様 1,500円
※対象小学生以上。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 J 東 日 T V

春日大社御本殿前の中門
写真：桑原英文（提供：春日大社）

貴賓館の庭園：作庭家・重森三玲（しげもりみれい）初期の
作といわれる「三方正面七五三磐境（いわさか）の庭」

 〈神職・御巫等のご案内付〉

国宝御本殿特別参拝と
将軍・戦国武将の奉納した釣燈籠を特別拝観
および平安の正倉院「国宝殿」鑑賞

 〈神職・御巫等のご案内付〉

春日大社の御朱印めぐり

●開催日：4月1日（土）～9月30日（土）
※4月29日（土・祝）、6月30日（金）と国宝殿臨時
休館日を除きます。 ※1日1回実施
●開始時間：14時から
●所要時間：約1時間30分
●最少催行人員：1名
●参加費：お1人様 1,500円
※対象小学生以上。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 J 東 日 F T V

●開催日：6月5日（月）・9日（金）・17日（土）・25日
（日）・29日（木）／7月6日（木）・9日（日）・16日
（日）・26日（水）・28日（金）／8月4日（金）・12日
（土）・20日（日）・25日（金）・28日（月）
※1日1回実施
●開始時間：15時から
●所要時間：約1時間30分
●最少催行人員：5名
●参加費：お1人様 3,800円（四社の御朱印入り
朱印帳付）
※対象小学生以上。（大人と同額）
〈お申込み〉
N 近 J 東 日 F T V

春日大社国宝殿：舞楽で用いられる日本最大の
太鼓（だだいこ）の展示

春日大社御本殿特別参拝や若宮神社・夫婦大國社・
金龍神社を順に参拝（写真は若宮神社）

ご利用可能路線図

2017年3月1日現在

JR線近鉄線

奈良公園・西の京
世界遺産1-Day Pass

奈良公園・西の京・法隆寺
世界遺産 1-Day Pass Wide

奈良・大和路2-Day Pass

《凡　例》

フリー乗降区間エリア

バス停

キトラ

奈良公園・西の京 世界遺産 1-Day Pass
販売価格：500円が無料に!（1日間有効）
奈良公園・西の京エリアのバス路線が1日乗り放題!

（東大寺・春日大社・興福寺・元興寺・平城宮跡・薬師寺・唐招提寺への
おでかけに便利です）

奈良公園・西の京・法隆寺 世界遺産 1-Day Pass Wide
販売価格：1,000円が500円に!（1日間有効）
奈良公園・西の京エリアに加え、斑鳩エリアのバス路線が1日乗り放題!

（東大寺・春日大社・興福寺・元興寺・平城宮跡・薬師寺・唐招提寺・法隆寺への
おでかけに便利です）

奈良・大和路 2-Day Pass
販売価格：1,500円が1,000円に!（2日間有効）
奈良公園・西の京エリア・斑鳩エリアに加え、明日香・室生・山の辺の道
エリアのバス路線が連続2日間乗り放題!

（奈良公園周辺・西の京・斑鳩・飛鳥周辺・室生寺・山の辺の道方面への
おでかけに便利です）
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奈良うまし夏めぐり 奈良大和路エリアMAP
A

B

D

C

奈良公園周辺・西の京・赤膚山

大和郡山・生駒・信貴・葛城

E 奈良県全体マップ

吉野山・下市

天理・桜井・橿原・飛鳥・多武峯
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奈良大和路へのアクセス

※このパンフレットに掲載の内容は2017年3月1日現在の情報です。

夏旅は、奈良大和路へ。


